
メイン会場の一つとなる尖石遺跡＝茅野市豊平
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来
年
9
月
9
日
か
ら
筈
問

茅
野
市
準
備
会
l
月
、
実
行
委
発
足

茅
野
市
で
3
年
に
1
度
開
く
縄

文
総
合
芸
術
祭
「
八
ヶ
岳
J
O
M

O
N
ラ
イ
フ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
仮
称
）
」
の
実
行
委
員
会
準
備
会

は
1
4
日
夜
、
市
役
所
で
初
会
合
を

開
き
、
来
年
度
初
開
催
す
る
「
第

0
回
」
の
フ
ェ
ス
を
来
年
9
月
9

日
か
ら
4
4
日
間
に
わ
た
っ
て
行
う

こ
と
や
イ
ベ
ン
ト
の
骨
子
を
確
認

し
た
。
各
種
団
体
に
参
画
を
呼
び

掛
け
、
1
月
2
3
日
に
実
行
委
員
会

を
発
足
さ
せ
る
予
定
だ
。

フ
ェ
ス
は
、
縄
文
の
精
神
性
と

文
化
遺
産
を
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ

く
り
に
生
か
す
同
市
の
「
縄
文
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
実
行
市
民
会
議
が
縄
文
を

「
楽
し
む
」
視
点
か
ら
発
議
し
、

市
が
今
年
度
事
業
費
2
0
0
万
円

を
投
じ
て
、
劇
場
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
「
シ
ア
タ
ー
ワ
ー
ク
シ

ヨ
ッ
ブ
」
（
東
京
）
と
構
想
を
練
っ

て
き
た
。

企
画
書
な
ど
に

よ
る
と
、
フ
ェ
ス

は
、
尖
石
縄
文
考

古
館
や
茅
野
市
民

館
を
中
心
に
市
内

各
地
で
開
く
。
「
衣

・食・住・遊」

が
テ
ー
マ
で
、
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は

「
『
生
き
る
』
は
も

っ
と
素
直
で
い

い
」
。
既
存
と
新
規

の
イ
ベ
ン
ト
を
組

み
合
わ
せ
、
縄
文

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

具
現
化
や
現
代
に
求
め
ら
れ
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
発
信
す
る
。
東

京
五
輪
が
あ
る
2
0
2
0
年
を

「
第
1
回
」
と
位
置
付
け
、
海
外

向
け
に
タ
イ
ト
ル
も
「
J
O
M
O

N
」
と
表
記
し
た
。

今
回
は
、
国
宝
土
偶
2
体
の
出

土
日
に
ち
な
ん
だ
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

（
8
月
2
3
日
～
9
．
月
8
■
日
）
か
ら
■
′

始
ま
り
、
講
演
会
や
小
中
学
校
の

縄
文
科
学
習
展
示
を
行
う
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
期
間
（
9
月
9
～
1
5
日
）
、

遺
跡
コ
ン
サ
ー
ト
や
マ
ル
シ
ェ
な

ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
期
間
（
9

月
1
6
～
2
4
日
）
へ
と
移
る
。

続
い
て
、
全
国
の
縄
文
関
連
商

品
を
集
め
た
メ
ッ
セ
・
も
の
づ
く

り
期
間
（
9
月
2
2
日
～
1
0
月
9

日
）
、
縄
文
祭
り
や
夜
の
火
祭
り
を

楽
し
む
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
（
相
田

7
～
9
日
）
が
あ
り
、
縄
文
か
風

た
大
会
や
市
民
館
企
画
を
繰
り
粁

げ
る
ア
ー
ト
期
間
（
1
0
月
1
ち
”

日
）
で
閉
幕
す
る
。

目
玉
の
「
夜
の
火
祭
り
」
で
腑

巨
大
土
器
の
野
焼
き
や
、
貢
頭
藷

を
着
た
男
女
が
闇
夜
で
踊
る
縄
☆

ダ
ン
ス
、
縄
文
ド
キ
ユ
メ
ン
夕
日

－
映
画
の
上
映
を
行
う
予
定
。
旦

終
日
の
1
0
月
2
2
日
に
は
「
著
璽

ユ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
縄
文
の
歌
髪

唱
す
る
」
（
同
社
）
こ
と
も
想
撃

て
い
る
。
準
備
会
に
は
市
や
市
民
会
議
、

文
化
・
芸
術
・
観
光
関
係
者
ゑ

4
0
人
が
出
席
し
た
。
（
唐
沢
宏
）


